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指定管理者が行う業務

Ｈ１９年度実績（人） Ｈ２０年度計画（人） Ｈ２０年度実績（人） Ｈ２１年度目標（人）

145,196 141,400 134,602 145,200

Ｈ２０年度計画額（円） Ｈ２０年度実績額（円） 差額（計画額ー実績額）（円） Ｈ２１年度計画額（円）

利用料金収入 38,405,000 37,289,000 1,116,000 41,013,000

指定管理料 346,533,000 346,533,000 0 349,922,000

その他収入 5,454,000 7,103,000 -1,649,000 5,139,000

計 390,392,000 390,925,000 -533,000 396,074,000

390,392,000 390,801,000 -409,000 396,074,000

0 124,000 0

指定管理者施設の管理運営状況評価（モニタリング）結果（平成２０年度事業分）

施設名 山梨県立科学館

指定管理者

指定期間 平成１８年４月～平成２１年３月

施設の使命・役割（運営目標）

①県民の科学に対する関心を高めるため、常設展示・企画展などにより科学をわかりやすく紹介し、科学のあり方を考えていく場を
提供すること
②主催事業の実施を通じて、常設展示等では十分に紹介できないテーマ等について、わかりやすく紹介し、科学への理解を深める
機会を提供すること
③小中学校・高等学校等と連携し、理科教育をより専門的、効果的に行うための学校教育を支援すること

①利用の承認に関する業務
②施設及び設備器具の維持保全に関する業務
③施設の利用に関する必要な助言、指導等に関する業務
④科学に関する展示及び講演会、催し等の実施に関する業務
⑤その他教育委員会が必要と認める業務

維持管理業務の評価

運営業務の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

・計画書に基づき適正に実施した。
・時間外の天体観測はスターライトツアーの他に科学館のPRも兼
ねて出張観望会を積極的に行い人数を伸ばした。
・ライトダウン甲府バレー・サイエンスカフェ・星つむぎの歌関連イ
ベントが昨年度に引き続き全国的話題 となった。
・体観測室での太陽の観測は、少しでも晴れ間があれば実施する
ようにした結果、利用者増につながった。
・学習利用回数は、目標値に達した。

・概ね良好に運営業務が執行されていた。
・主催事業については、計画書以上の成果をあげた事業もあり、
良好であった。
・引き続き事業計画書等に沿った適正な業務執行に努めること。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

自主事業の評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

・新しい展示が見たい、壊れている展示を直してほしい。
・展示室の説明がわかりにくい、説明スタッフがほしい。
・料金が高い、割引料金の設定。
・持ち込みで飲食できるスペースが欲しい。
・聴覚障害児への配慮（映画等の字幕）がほしい。

評価

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価・指導内容

・料金、休憩・飲食スペースについては、検討課題である。
・アルバイト、清掃員等の対応については、指導改善した。

・満足度評価値は９７％を超え、非常に高く良好であった。
・ソフト面での意見等は、積極的に検討し、より充実したサービス
を提供していくこと。
・ハード面での意見等は、集計分析を行い、今後の検討資料とす
ること。

・夏季特別展が大型観光キャンペーンと連動して行われるなど集
客が好調であった１９年度と比べ、利用者（入館者）数は減少し
た。
・業績が好調な取り組みを継続すると同時に、低調な事業内容の
見直し等を行い利用者の増加に努めること。
・引き続き事業計画書等に沿った適正な業務執行に努めること。
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評価

指定管理者の自己評価

満足度 利用者の声

「館内設備・プログラム」での満足度
　　・展示室　９８％　・実験室　９８％　・工作室　９８％
　　・あそびの部屋　９７％　・サイエンスショー　９９％
　　・天体観測室　９４％　・プラネタリウム番組　９５％
　　・全天周映画　９３％　・その他　９８％
「館全体のサービス」の総合満足度
　　非常に満足　４６．５３％　満足　５０．９０％
　　やや不満　２．５２％　非常に不満　０．０５％
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収入

支出

差し引き（収入ー支出）

評価

施設の運営目標の達成状況

運営目標４項目中１項目は目標値を上回った。その他の項目についても、概ね目標を達成した。
①入館者数　　　目標値１４１，４００人　実績値１３４，６０２人
②プラネタリウム観覧者数　目標値４５，２００人　実績値４３，６６１人
③主催事業参加者　　　目標値６６，９００人　実績値６４，１５８人
④学校利用回数　　　　目標値３２０回　実績値３２２回　　　（利用者人数実績　１６，３３９人）

総合的な評価及び改善事項

利用実績については、前年度を下回ったものの、指定管理者の運営努力により目標値との大きな乖離はみられない。
開館当時の展示のままである現状では、これ以上の向上を見込むことは難しいが、各種事業とも内容等の改善に努
め、入館者数の増加に努めること。
維持管理業務・運営業務については、適正に実施されている。引き続き、業務の確認・改善に努めること。
利用者満足度調査については、評価（満足度）が良好である。引き続き、業務の確認・改善に努めること。

・概ね計画に基づき、適切に実施されていた。
・保守点検漏れのないよう注意すること。

・計画書に基づき適正に管理した。

指定管理者の自己評価 施設所管課の評価

・夏期特別展の利用者減による利用料金の減少があっ
た。
・売店等事業収入については、利用者のニーズにあった商
品を置いたため、収入増が図られた。

・夏季特別展が大型観光キャンペーンと連動して行われる
など集客が好調であった１９年度と比べ、２０年度は利用
料金の減少がみられた。
・事業内容の見直しや経費削減等経営努力を行い、収入
増を図ること。

施設所管課の評価・指導内容

・入館者目標１４１，４００人に対し、１３４，６０２人（６，７９８人減・
４．８％減）となった。
・時間外の天体観測はスターライトツアーの他に科学館のPRも兼
ねて出張観望会を積極的に行い人数を伸ばした。
・利用者傾向としては、７～８月の特別展の満足度は高かったが
入場者数は減少しているのが全体の利用者数の減少につながっ
ている。今後の集客方法に課題を残している。


